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別教材を通じてリスニングをさせたり，英作文やスピー

キングをどんどんさせたい。教科書＋追加教材で生徒

が英語に触れる機会を最大化したいのである。かつて

は一文一文，丁寧にじっくり時間をかけて教えていく授

業を展開していた。今でも精読は大切だと思っているし，

時にはそのような授業も行うが，それはバランスの問題

だと思う。「木を見て森を見ない」ではないが，まずは英

文を読むことへの抵抗をなくし，すばやく文章全体の概

要を把握するために読むことに慣れるほうが大切だと

考える。

　啓林館ではウェブ上でシラバスの案〔３単位〕を掲載

されている。そこを見てみるとLesson 9は７時間で終

わるようになっていた。教科書はスピード感を持って進

めたい。

　乱暴な言い方に聞こえるかもしれないが，たとえ7～

8割の理解でも多読させるほうが生徒へのメリットは大

きいと考える。もちろん弊害もあるだろう。しかし，まずこ

うした指導を行うことで，生徒は各段階で求められてい

る力を身につけていくのではないだろうか。
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